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令和８年第１回枝幸町議会臨時会会議録 

 

○議事日程（第１号） 

  令和８年４月２８日（火曜日） 午前１０時００分開会 

第 １  仮議席の指定について 

第 ２ 選挙第 １号 議長の選挙について 

 

○議事日程（第２号） 

第 １  会議録署名議員の指名 

第 ２  会期の決定 

第 ３ 選挙第 ２号 副議長の選挙について 

第 ４  議席の指定について 

第 ５  常任委員会委員の選任について 

追加第１  議長の総務文教常任委員会委員の辞任について 

第 ６  常任委員会正副委員長の互選について 

第 ７  議会運営委員会委員の選任について 

第 ８  議会運営委員会正副委員長の互選について 

第 ９ 選挙第 ３号 南宗谷衛生施設組合議会議員の選挙について 

第１０ 選挙第 ４号 南宗谷消防組合議会議員の選挙について 

第１１ 発議第 １号 議会広報編集特別委員会の設置について 

第１２ 発議第 ２号 まちづくり等調査特別委員会の設置について 

第１３ 同意第 １号 枝幸町監査委員の選任について 

第１４ 同意第 ２号 枝幸町教育委員会委員の任命について 

第１５ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて 

（枝幸町税条例等の一部を改正する条例） 

第１６ 承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて 

（枝幸町都市計画税条例の一部を改正する条例） 

第１７ 承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて 

（枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

第１８ 承認第 ６号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和７年度枝幸町一般会計補正予算） 

第１９ 承認第 ７号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和７度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算） 

第２０ 承認第 ８号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算） 

第２１ 議案第２６号 枝幸町行政手続条例の一部を改正する条例について 

第２２ 議案第２７号 枝幸町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供

に関する条例の一部を改正する条例について 
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第２３ 報告第 ２号 寄附採納について 

第２４  議員派遣の件について 

第２５  閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 

 

 

 

○出席議員（１１名） 

議 長 １１番 清 水 顕 志 君  副議長 １０番 小 林 正 浩 君 

 １番 国 見 致 孝 君   ２番 阿 部 勝 義 君 

  ３番 岩 谷 隆 行 君    ４番 渡 辺 明 徳 君 

  ５番 徳 保 喜 幸 君    ６番 野 口 洋 郎 君 

  ７番 遠 山   修 君    ８番 秋 川 祥 雄 君 

  ９番 村 上 守 義 君     

 

○欠席議員（０名） 

 

○本会議に出席した事務局職員 

議 会 事 務 局 長 桔 梗 智 明 君  議会事務局主幹 白 潟 真 弓 君 

 

○地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 小 原   仁 君  副 町 長 今 井 靖 雄 君 

教 育 長 小 川 俊 輝 君  代 表 監 査 委 員 柳 原 貞 夫 君 

総 務 課 長 髙 瀨 雅 之 君  企 画 課 長 中 川 一 広 君 

財 政 課 長 深 井   信 君  税 務 課 長 浜 中   聡 君 

情 報 課 長 荒 関   健 君  町 民 課 長 城 澤 篤 人 君 

町 民 課 参 事 岡 部 智富美 君  保 健 福 祉 課 長 有 賀 博 輝 君 

保健福祉課参事 宇佐美 貴 広 君  保健福祉課参事 植 村 由 佳 君 

農 林 課 長 髙 瀨 孝 弘 君  水 産 商 工 課 長 黒 川 勇 人 君 

観 光 課 長 佐 藤 貴 幸 君  観 光 課 参 事 堀 川   光 君 

建 設 課 長 平 谷 昌 仁 君  水 道 課 長 桜 井 勝 浩 君 

会 計 課 長 遠 藤 孝 幸 君  歌 登 支 所 長 安 藤   寛 君 

学 校 教 育 課 長 三 浦 淳 史 君  社 会 教 育 課 長 米 津 功 司 君 

社会教育課参事 高 畠 孝 宗 君  病 院 事 務 局 長 神 尾 尚 人 君 

 

 

 

  



- 3 - 

 

（午前１０時００分） 

◎開会前の議事進行・臨時議長の紹介 

○議会事務局長（桔梗智明君） 皆様おはようございます。議会事務局長の桔梗と申します。 

本臨時会の議事進行につきましては、去る４月 17日開催の議員説明会で協議いたしました議事進

行予定表に沿って進めさせていただきます。 

本臨時会は、一般選挙後初めての議会でありますので、議長が選挙されるまでの間、地方自治法

第 107 条の規定により、出席議員の中で年長の議員が臨時に議長の職務を行なうことになってござ

います。 

それでは、年長の議員であります村上守義議員をご紹介いたします。 

11 番村上守義議員、議長席にお付き願います。 

○臨時議長（村上守義君） 皆さん、おはようございます。ただいま紹介のありました村上守義で

ございます。 

地方自治法第 107 条の規定により、議長選挙が終了するまでの間、臨時に議長の職務を行ないま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

また、本臨時会では、報道機関に対し、場内での写真撮影を許可いたします。なお、撮影の際は

記者席からお願いいたします。 

 

◎町長挨拶 

○臨時議長（村上守義君） それでは、一般選挙後初めての議会ですので、開会に先立ちまして、

小原町長よりご挨拶をいただきたいと思います。 

小原町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） おはようございます。 

本日は、令和８年第１回枝幸町議会臨時会の開催をいただき、誠にありがとうございます。 

議員の皆様におかれましては、去る４月５日執行の枝幸町議会議員選挙におきまして、ご当選の

栄誉に浴されましたことを心からお喜び申し上げます。 

私も皆様と同様に、町民の皆様の温かいご支援を賜り、町政を担わせていただくことになりまし

た。このことは、私にとりまして誠に光栄に存じますとともに、その職責の重さを改めて感じてお

ります。町民の皆様から寄せられた信頼と期待を真摯に受け止め、その負託に応えるべく誠心誠意

努力してまいります。 

さて、本年は、歌登・枝幸町が合併して 20 年目という大きな節目を迎えました。町民の皆様が

築いてこられた歴史と成果を礎に、新たな時代にふさわしいまちづくりを進めていくことが、私た

ちの重要な役割であると考えております。 

これまでのまちづくりを継承し、子どもたちに大きな未来を引き継ぐまちづくりを基本理念に、

福祉施策の充実、公共交通体系の確保、さらには持続可能な行財政基盤の構築など、重要課題に全

力を挙げて取り組んでまいる所存でございます。 

次に、今議会の提出案件につきましては、人事の同意案件が２件、専決処分案件のうち条例案件

が３件、同じく補正予算が３件、並びに条例改革に係る議案を２件ご提案申し上げておりますので、

よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げます。 
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なお、副町長及び識見を有する監査委員の人事案件につきましては、選考期間が十分とは言えず、

慎重な検討を行なう必要があると判断したことから、今議会の提出を見送ることといたしました。 

今後、準備が整い次第、速やかに議会にお諮りをしたいと思いますので、何卒ご理解のほどよろし

くお願いを申し上げます。 

議員の皆様には、今後とも格別なるご指導、ご協力を賜りますよう切にお願いを申し上げまして、

誠に簡単ではありますが、議会開会にあたっての挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

 

◎自己紹介 

○臨時議長（村上守義君） 本臨時会開会前に、初議会ということもありますので、最初に議員、

次に理事者、幹部職員の順に自己紹介をお願いいたしたいと思います。 

仮議席１番国見議員より、順次、議席にて簡単にお願いいたします。 

○仮議席１番（国見致孝君） この度、町議会議員になりました歌登出身の国見です。 

皆様と一緒に、地域に優しい枝幸町のまちづくりに取り組んでまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○仮議席２番（阿部勝義君） 枝幸町議会議員の阿部勝義でございます。 

人口減少や産業の課題といった本質的な問題に正面から挑みさせていただきまして、持続可能な

まちづくりに取り組んでまいりたいと考えておりますので、これからよろしくお願いいたします。 

○仮議席３番（岩谷隆行君） ２期目の岩谷隆行です。 

１期目は産業厚生委員会、そして消防議会を務めてまいりました。２期目もですね、仕事柄、枝

幸町の第一次産業、第二次産業を含めた全ての産業発展に議員として寄与していきたいと思います。

どうかよろしくお願いします。 

○仮議席４番（渡辺明徳君） この度の町議会選挙におきまして、町議会議員を務めさせていただ

きます渡辺明徳でございます。 

枝幸町発展のため、町民の皆様、また役場職員の皆様方のご指導を賜りながら、一生懸命務めて

まいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○仮議席５番（清水顕志君） ３期目の清水顕志と申します。私は、10年先の枝幸町民の笑顔のた

めに尽力していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○仮議席６番（徳保喜幸君） ３期目となりました徳保喜幸でございます。 

引き続き、枝幸に住む子ども、若者、そして全ての方々が、この町に誇りと愛着の持てるという

まちづくりのため、一生懸命務めさせていただきたいというふうに思います。よろしくお願いいた

します。 

○仮議席７番（野口洋郎君） ４期目になりました日本共産党野口洋郎です。 

初心を忘れずに皆様と議論をして、しっかりとしたまちづくりをしていきたいと、そういうふう

に思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○仮議席８番（小林正浩君） おはようございます。８番小林正浩です。 

初心を忘れずに、枝幸町の発展のために誠心誠意努力していくつもりであります。どうかよろし

くお願いいたします。 

○仮議席９番（遠山 修君） 歌登出身の遠山でございます。 
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理事者はじめ職員の皆さんと、この先の枝幸町を一生懸命築いていきたいなと思っております。

どうかよろしくお願いいたします。 

○仮議席 10 番（秋川祥雄君） 歌登出身の秋川でございます。 

合併 20周年といいますが、私ももうこの 20年、枝幸町の町政に携わってまいりました。まだま

だ不足ではありますが、また今回当選させていただきました。 

まちのために、少しでも奉仕する精神で頑張りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○臨時議長（村上守義君） 続きまして、今井副町長、小川教育長、柳原代表監査委員の順でお願

いいたします。 

○副町長（今井靖雄君） 副町長の今井でございます。 

まずはこの場をお借りしまして、議員の皆様、この度の選挙でご当選の栄に浴されたこと、心か

らお祝い申し上げます。 

小原町長とともに、え、枝幸町の発展のためご尽力いただければと思っておりますので、よろし

くお願いいたしたいと思います。 

さて、私事ですが、４月 30 日を持ちまして８年の任期を終えることになります。この間、前村上

町長をはじめ、小原町長、そして議会議員の皆様並びに職員各位、また、ご指導ご鞭撻を賜りまし

た町民の皆様に感謝を申し上げまして、私の自己紹介とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

○教育長（小川俊輝君） 教育長の小川俊輝です。 

残り任期１年ではありますが、枝幸の子どもたちのためにですね、誠心誠意努めてまいりたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

○代表監査委員（柳原貞夫君） 監査委員柳原貞夫です。皆さんともご当選おめでとうございます。

これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

○臨時議長（村上守義君） 次に、職員についても総務課長から順次お願いいたします。 

○総務課長（高瀨雅之君） 総務課長の高瀨雅之です。よろしくお願いいたします。 

○財政課長（深井 新君） 財政課長を仰せつかっております深井 信と申します。よろしくお願

いいたします。 

○企画課長（中川一広君） 企画課長中川一広です。よろしくお願いいたします。 

○税務課長（浜中 聡君） 税務課長の浜中 聡です。よろしくお願いします。 

○情報課長（荒関 健君） 情報課長の荒関 健です。よろしくお願いいたします。 

○町民課長（城澤篤人君） 町民課長、城澤篤人です。よろしくお願いいたします。 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 保健福祉課長の有賀博輝です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○歌登支所長（安藤 寛君） 歌登支所長の安藤 寛です。よろしくお願いいたします。 

○町民課参事（岡部智富美君） 町民課参事の岡部智富美です。よろしくお願いいたします。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 保健福祉課参事の宇佐美貴広です。よろしくお願いいたしま

す。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） 保健福祉課参事の植村由佳です。よろしくお願いします。 

○会計課長（遠藤孝幸君） 会計課長の遠藤孝幸です。よろしくお願いいたします。 

○学校教育課長（三浦淳史君） 学校教育課長の三浦淳史です。よろしくお願いいたします。 
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○社会教育課長（米津功司君） 社会教育課長の米津功司です。よろしくお願いいたします。 

○建設課長（平谷昌仁君） 建設課長の平谷昌仁と申します。よろしくお願いいたします。 

○水道課長（桜井勝勝浩君） 水道課長の桜井勝浩です。よろしくお願いいたします。 

○病院事務局長（神尾尚人君） 病院事務局長の神尾尚人です。よろしくお願いいたします。 

○水産商工課長（黒川勇人君） 水産商工課長の黒川勇人です。よろしくお願いいたします。 

○農林課長兼農業委員会事務局長（高瀨孝弘君） 農林課長兼農業委員会事務局長の高瀨孝弘です。

よろしくお願いいたします。 

○観光課長（佐藤貴幸君） 観光課長の佐藤貴幸です。よろしくお願いいたします。 

○社会教育課参事（高畠孝宗君） 社会教育課参事の高畠孝宗と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

○観光課参事（堀川 光君） 観光課参事の堀川 光です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○臨時議長（村上守義君） 以上で、それぞれの自己紹介が終わりました。 

 

◎開会・開議会宣言 

○臨時議長（村上守義君） それでは、ただいまより、令和８年第１回枝幸町議会臨時会を開会い

たします。 

出欠の状況についてご報告申し上げます。 

ただいまの出席議員は 11名全員でございます。定足数に達しますので、会議は成立いたします。 

臨時議長より調製した議事日程は、お手元に配布のとおりであります。議事日程に従って取り進

めさせていただきます。 

（開会 午前１０時３５分） 

 

◎日程第１ 仮議席の指定 

○臨時議長（村上守義君） 日程第１ 仮議席の指定を行います。 

仮議席は、枝幸町議会会議規則等運用例規定第６条の規定に基づき、議会提出議案の１ページに

記載のとおり、また、ただいまご着席の議席のとおりといたします。 

 

◎日程第２ 選挙第１号 

○臨時議長（村上守義君） 日程第２ 選挙第１号 議長の選挙についてを行います。 

選挙の方法は、無記名投票で行います。 

議場の出入り口を閉めます。 

（議場閉鎖） 

○臨時議長（村上守義君） 議長の出入り口を閉めたことを確認しました。 

只今の出席議員数は 11名であります。 

次に立会人を指名いたします。枝幸町議会会議規則第 32条第２項の規定により、立会人に１番国

見致孝議員、２番阿部勝義議員の両名を指名いたします。 

投票用紙を配ります。 

（投票用紙配布） 

○臨時議長（村上守義君） 投票用紙の配布漏れはありませんか。 
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（「ありません」と言う人あり） 

○臨時議長（村上守義君） 配布漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱点検） 

○臨時議長（村上守義君） 異常なしと認めます。 

念のため申し上げます。投票は単記無記名です。議員席から向かって左側に投票記載所を設けて

おりますので、ご利用ください。 

ただいまから投票を行います。 

会議規則等運用例規程第 38条の規定により、事務局長から仮議席番号と氏名を呼び上げますので、

順番に投票をお願いいたします。 

○議会事務局長（桔梗智明君） はい、それでは、私のほうから仮議席番号と氏名を呼び上げます

ので、順番に投票願います。１番国見致孝議員。 

（仮議席１番国見致孝君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ２番阿部勝義議員。 

（仮議席２番阿部勝義君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ３番岩谷隆行議員。 

（仮議席３番岩谷隆行君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ４番渡辺明徳議員。 

（仮議席４番岩谷隆行君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ５番清水顕志議員。 

（仮議席５番清水顕志君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ６番徳保喜幸議員。 

（仮議席６番徳保喜幸君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ７番野口洋郎議員。 

（仮議席７番野口洋郎君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ８番小林正浩議員。 

（仮議席８番小林正浩君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ９番遠山 修議員。 

（仮議席９番遠山 修君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） 10 番秋川祥雄議員。 

（仮議席 10 番秋川祥雄君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） 最後に、11 番村上守義臨時議長です。会議規則等運用例規程第

39条の規定により、議長席から投票いたします。 

（仮議席 11 番村上守義君 投票） 

○臨時議長（村上守義君） 投票漏れはありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○臨時議長（村上守義君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。  

これより開票を行います。国見議員、阿部議員、開票の立ち会いをお願いいたします。 

（開票及び投票結果集計） 
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○臨時議長（村上守義君） 選挙の結果を報告します。 

投票総数 11 票。そのうち有効投票９票、無効投票２票です。 

有効投票のうち、清水顕志９票。 

この選挙の法定得票数は３票です。 

したがって、５番清水顕志議員が議長に当選されました。 

議場の出入口を開きます。 

（議場開放） 

○臨時議長（村上守義君） ただいま、議長に当選されました清水顕志議員が議場におられますの

で、会議規則第 33条第２項の規定により、当選の告知をいたします。 

議長に当選されました清水議員、登壇のうえ、当選の承諾及び就任のご挨拶をお願いいたします。 

（仮議席５番清水顕志君 登壇） 

○仮議席５番（清水顕志君） ただいまの選挙により、議長に就任しました清水顕志です。 

議員の皆さまには、厚くお礼を申し上げます。 

今、議長に就任したことに責任の重大さに身の引き締まる思いです。議会と行政は、よく車の両

輪に例えられます。車の車輪は、お互い同じ方向でまっすぐ前を向かなければ進みません。しかし、

そのスピードが速ければ、ブレーキをかけ、また、のろのろ運転だとアクセルを踏まなければなら

ない。議長には、そんな役割が必要と思います。 

議長として、議会と行政に対してリスペクトする気持ちを忘れず、中立、公平、公正を基本に議

会運営に努めさせていただき、なお一層の努力をお誓い申し上げまして、就任の挨拶とさせていた

だきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○臨時議長（村上守義君） これをもちまして臨時議長の職務は終了いたしました。 

議事運営にご協力をいただき、ありがとうございました。 

新議長と交代いたします。清水議長、議長席にお付きを願います。 

 

◎議事日程及び議会提出議案の配布等 

○議長（清水顕志君） 村上臨時議長、大変ご苦労さまでした。 

それでは早速、議事を進めさせていただきます。 

ここで、議事日程及び議会提出議案を配布するため、そのまま暫時休憩といたします。 

休憩 午前１０時３５分 

再開 午前１０時３７分 

○議長（清水顕志君） 休憩を解き、会議を採定いたします。 

議長において調製した議事日程第２号及び議会提出議案は、ただいまお手元に配布のとおりであ

ります。議事日程の番号は１から連番をもって表示しています。 

傍聴の皆さま、また、EOS 放送をご覧の皆さまにお知らせいたします。 

本日の日程は、改選後の初議会となります。 

開会中に議会構成等の協議や各種委員会開催のため、たびたび休憩を挟むこととなります。 

あらかじめ、ご理解とご承知おきをお願いいたします。 

 



- 9 - 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（清水顕志君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

７番野口洋郎議員、８番小林正浩議員、両名に本日の署名議員を指名いたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（清水顕志君） 日程第２ 会期の決定についてをお諮りいたします。 

本臨時会は、臨時会の会期は、本日１日としたいと思います。ご異議ございませんか。  

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日１日と決定されました。 

 

◎日程第３ 選挙第２号 

○議長（清水顕志君） 日程第３ 選挙第２号 副議長の選挙についてを行います。 

選挙の方法は無記名投票で行います。 

議場の出入口を閉めます。 

（議場閉鎖） 

○議長（清水顕志君） 議長の出入り口を閉めたことを確認しました。 

只今の出席議員数は 11名であります。 

次に立会人を指名いたします。枝幸町議会会議規則第 32条第２項の規定により、立会人に３番岩

谷隆行議員、４番渡辺明徳議員の両名を指名いたします。 

投票用紙を配ります。 

（投票用紙配布） 

○議長（清水顕志君） 投票用紙の配布漏れはありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 配布漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱点検） 

○議長（清水顕志君） 異常なしと認めます。 

念のため申し上げます。投票は単記無記名です。議員席から向かって左側に投票記載所を設けて

おりますので、ご利用ください。 

ただいまから投票を行います。 

会議規則等運用例規程第 38条の規定により、事務局長から仮議席番号と氏名を呼び上げますので、

順番に投票をお願いいたします。 

○議会事務局長（桔梗智明君） はい、それでは、私のほうから仮議席番号と氏名を呼び上げます

ので、順番に投票願います。１番国見致孝議員。 

（仮議席１番国見致孝君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ２番阿部勝義議員。 

（仮議席２番阿部勝義君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ３番岩谷隆行議員。 
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（仮議席３番岩谷隆行君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ４番渡辺明徳議員。 

（仮議席４番岩谷隆行君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ６番徳保喜幸議員。 

（仮議席６番徳保喜幸君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ７番野口洋郎議員。 

（仮議席７番野口洋郎君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ８番小林正浩議員。 

（仮議席８番小林正浩君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） ９番遠山 修議員。 

（仮議席９番遠山 修君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） 10 番秋川祥雄議員。 

（仮議席 10 番秋川祥雄君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） 11 番村上守義議員。 

（仮議席 11 番村上守義君 投票） 

○議会事務局長（桔梗智明君） 最後に、５番清水顕志議長です。会議規則等運用例規程第 39 条

の規定により、議長席から投票いたします。 

（議長清水顕志君 投票） 

○議長（清水顕志君） 投票漏れはありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） ありませんか。投票漏れなしと認めます。投票を終わります。  

これより開票を行います。岩谷議員、渡辺議員、開票の立ち会いをお願いいたします。 

（開票及び投票結果集計） 

○議長（清水顕志君） 選挙の結果を報告します。 

投票総数 11 票。そのうち有効投票 11 票、無効投票０票。 

有効投票のうち、小林正浩議員 11票。 

この選挙の法定得票数は３票です。 

したがって、８番小林正浩議員が副議長に当選されました。 

議場の出入口を開きます。 

（議場開放） 

○議長（清水顕志君） ただいま、副議長に当選されました小林正浩議員が議場におられますので、

会議規則第 33条第２項の規定により、当選の告知をいたします。 

副議長に当選されました小林正浩議員、登壇のうえ、当選の承諾及び就任のご挨拶をお願いいた

します。 

（仮議席８番小林正浩君 登壇） 

○仮議席８番（小林正浩君） ただいま、副議長に選任されました小林正浩です。 

議長の清水議長と議員の皆様と協力し合い、小原町長及び職員の皆様と知恵を出し合い、安心で

安全、活力があり、笑顔の絶えないまちにしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（清水顕志君） それでは、１時間ほど経ちましたので、休憩したいと思います。 
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11 時 10 分まで休憩いたします。 

休憩 午前１０時５６分 

再開 午前１１時１０分 

 

◎日程第４ 議席の指定 

○議長（清水顕志君） 休憩を解き、会議を再開します。 

日程第４ 議席の指定についてを行います。 

議席は、会議規則第４条及び会議規則等運用例規定第７条の規定により、ただいま着席のとおり

議席を指定します。 

また、議席の指定についてを追加で配布しておりますので、ご参照願います。 

ここで、委員会等構成協議のため休憩といたします。 

議員の皆さんは、別冊の議会構成一覧表を持参のうえ、議員控室にお集まり願います。 

なお、再開の際には庁内放送でお知らせいたします。 

休憩 午前１１時１０分 

再開 午前１１時２５分 

 

◎日程第５ 常任委員会委員の選任 

○議長（清水顕志君） 休憩を解き、会議を再開します。 

 日程第５ 常任委員会委員の選任についてを行います。 

常任委員会委員の選任につきましては、枝幸町議会委員会条例第７条第４項の規定により、議長

が会議に諮って指名することになっております。 

お諮りいたします。総務文教常任委員会の委員は、１番国見致孝議員、３番岩谷隆行議員、５番

徳保喜幸議員、８番秋川祥雄議員、10番小林正浩議員、11番、私、清水顕志。 

産業厚生常任委員会の委員は、２番阿部勝義議員、４番渡辺明徳議員、６番野口洋郎議員、７番

遠山 修議員、９番村上守義議員。 

以上のとおり指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、各常任委員会の委員については、ただいま指名したとおり選任することに決定され

ました。 

ここで着席のまま、暫時休憩といたします。 

小林副議長、議員控室のほうにご足労願います。 

休憩 午前１１時２７分 

再開 午前１１時３１分 

 

◎追加日程第１ 議長の常任委員会委員の辞任 

○副議長（小林正浩君） 先ほど、総務文教常任委員に選任されました清水議長から、常任委員会

を辞任したいとの申し出がありました。 

 議長は、その職責上、どの委員会にも出席する権限を有しているほか、可否同数の際における採 
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決権など、議長固有の権限を考慮するとき、一つの委員会に委員として所属することは適当でない

との判断から、総務文教常任委員を辞任したいとするものであります。 

本審議にあたっては、地方自治法第 117 条の規定により除斥の対象となりますので、あらかじめ

議長に退席を求めております。 

お諮りいたします。議長の総務常任委員の辞任についてを日程に追加し、追加日程１として、直

ちに議題に供したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○副議長（小林正浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、日程に追加することを決定されました。 

議長の総務文教常任委員会常任委員の辞任についてを議題といたします。 

お諮りいたします。議長の総務文教常任委員の辞任を許可することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○副議長（小林正浩君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議長の総務文教常任委員の辞任については許可することに決定されました。 

ここで議長と交代いたしますので、着席のまま、暫時休憩お願いいたします。 

休憩 午前１１時３３分 

再開 午前１１時３４分 

 

◎日程第６ 常任委員会正副委員長の互選 

○議長（清水顕志君） 休憩をとき、会議を再開します。 

日程第６ 常任委員会正副委員長の互選についてを議題とします。 

議会委員会条例第９条の規定により、次のとおり場所等を指名しますので、それぞれ委員会を開

催し、正副委員長の互選をお願いいたします。 

総務文教常任委員会は委員会室、産業厚生常任委員会は第４会議室といたします。 

各常任委員会開催のため休憩をします。 

なお、再開の際には庁内放送でお知らせします。 

休憩 午前１１時３５分 

再開 午前１１時５０分 

○議長（清水顕志君） 休憩をとき、会議を再開します。 

 各常任委員会正副委員長の互選が終了し、議長宛てに報告がありましたので、各正副委員長の氏

名を申し上げます。  

総務文教常任委員会の委員長は、５番徳保喜幸議員、副委員長は、３番岩谷隆行議員。 

産業厚生常任委員会の委員長は、７番遠山 修議員、副委員長は、２番阿部勝義議員。 

以上でございます。 

ここで、13時より、２回目の委員会等構成協議のため休憩といたします。議員の皆さんは別冊の

議会構成一覧表を持参のうえ、議員控室にお集まりください。 

なお、再開の際には庁内放送でお知らせいたします。 

休憩 午前１１時５１分 

再開 午後 １時３０分 
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◎日程第７ 議会運営委員会委員の選任 

○議長（清水顕志君） 休憩をとき、会議を再開します。 

日程第７ 議会運営委員会委員の選任についてを行います。 

議会運営委員会委員の選任については、枝幸町議会運営委員会規定第３条の規定により、各常任

委員長の職にある者並びに各常任委員会から選出する議員の５名で構成することとなっております。

また、枝幸町議会委員会条例第７条第４項の規定により、議長が会議に諮って指名することになっ

ております。 

お諮りいたします。議会運営委員会の委員は、徳保喜幸議員、岩谷隆行議員、遠山 修議員、村

上守義議員、野口洋郎議員、以上の５名を指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議会運営委員会の委員については、ただいま指名しました５名を選任することに決

定されました。 

 

◎日程第８ 議会運営委員会正副委員長の互選 

○議長（清水顕志君） 日程第８ 議会運営委員会正副委員長の互選についてを議題とします。 

枝幸町議会委員会条例第９条の規定により、これより議会運営委員会を委員会室で開催し、正副

委員長の互選をお願いいたします。 

本委員会開催のため、着席のまま暫時休憩とします。 

休憩 午後 １時３１分 

再開 午後 １時３８分 

○議長（清水顕志君） 休憩をとき、会議を再開いたします。 

議会運営委員会正副委員長のご選が終了し、議長宛てに報告がありましたので、制服委員長の指

名を申し上げます。 

議会運営委員会の委員長には、村上守義議員、副委員長には、野口洋郎議員。 

以上でございます。 

 

◎日程第９ 選挙第３号 

○議長（清水顕志君） 日程第９ 南宗谷衛生施設組合議会議員の選挙についてを行います。 

選挙の方法については、地方自治法第 118 条第２項及び会議規則等運用例規定第 35条の規定によ

り、指名推薦にしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法は指名推薦で行うことに決定されました。 

指名の方法について、会議規則等運用例規定第 37条の規定に基づき、議長において指名すること

にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、議長より指名いたします。 

南宗谷衛生施設組合議会議員には、１番国見致孝議員、 ７番遠山 修議員の２名を指名いたしま

す。 

お諮りいたします。ただいま議長が指名いたしました２名を南宗谷衛生施設組合議会議員の当選

人とすることに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

 したがって、国見致孝議員、遠山 修議員の２名が南宗谷衛生施設組合議会議員に当選されまし

た。 

ただいま南宗谷衛生施設組合議会議員に当選されましたお二人が議場におられますので、議長か

ら会議規則第 33条第２項の規定により、当選の告知をいたします。 

 

◎日程第１０ 選挙第４号 

○議長（清水顕志君） 日程第 10 選挙第４号 南宗谷消防組合議会議員の選挙についてを行いま

す。 

選挙の方法については、地方自治法第 118 条第２項及び会議規則等運用例規定第 35条の規定によ

り、指名推薦にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、選挙の方法は指名推薦で行うことに決定されました。 

指名の方法については、会議規則等運用例規定第 37条の規定に基づき、議長において指名するこ

とにしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、議長より指名いたします。 

南宗谷消防組合議会議員には、２番阿部勝義議員、３番岩谷隆行議員、５番徳保喜幸議員の３名

を指名いたします。 

お諮りいたします。ただいま議長が指名いたしました３名を南宗谷消防組合議会議員の当選人と

することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、阿部勝義議員、岩谷隆行議員、徳保義幸議員の３名が南宗谷消防組合議会議員に当

選されました。 

ただいま南宗谷消防組合議会議員に当選されました３名の方が議場におられますので、議長から

会議規則第 33条第２項の規定により、当選の告知をいたします。 

ここで、議会運営委員会を委員会室で開催します。 

本委員会開催のため、休憩といたします。なお、再開の際には庁内放送でお知らせいたします。 

休憩 午後 １時４３分 

再開 午後 ２時００分 
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◎日程第１１ 発議第１号 

○議長（清水顕志君） 休憩をとき、会議を再開します。 

日程第 11 発議第１号 議会広報編集特別委員会の設置についてを議題とします。 

 議会広報編集特別委員会については、これまで、定例会ごとに議会だよりを編集・発行し、住民

への議会広報に努めてきたところであります。 

今任期中においても引き続き設置することについて、先ほど開催の委員会構成協議及び議会運営

委員会で協議された結果により、議長発議で提案させていただきます。 

本案について、議長を除く 10 人の委員で構成する議会広報編集特別委員会を設置し、これに付託

して議会広報に関する調査及び編集を行うこと。これに関する関係常任委員会所管事務調査につい

て連絡調整を行うこと。閉会中も調査および編集を行うことができることとし、議会において、議

会広報紙発行の中止を決議するまで継続存置すること。以上の内容であります。 

質疑・討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。質疑・討論を省略します。 

お諮りいたします。 

本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１号 議会公報編集特別委員会の設置については、原案のとおり可決されま

した。 

続いて、本特別委員会の委員の選任につきましては、枝幸町議会委員会条例第７条第４項の規定

により、議長が会議に諮って指名することになっております。 

お諮りいたします。本特別委員会の委員は、議長を除く 10人の議員全員を指名しますので、議員

の指名の申し上げは省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、議会公報編集特別委員会の委員は、議長を除く議員全員を選任することに決定され

ました。 

なお、正副委員長の互選については、別途、前期委員参集による本特別委員会を開催のうえ決め

ていただきますので、ご承知願います。 

 

◎日程第１２ 発議第２号 

○議長（清水顕志君） 日程第 12 発議第２号 まちづくり等調査特別委員会の設置についてを議

題とします。 

まちづくり等調査特別委員会については、これまで、枝幸町が策定するまちづくり計画などの重

要な計画、並びに町施策に関する調査及び検討を行ってきたところであります。 

今任期中においても引き続き設置することについて、先ほど開催の委員会構成協議及び議会運営

委員会で協議された結果により、議長発議で提案させていただきます。 
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本案については、議長を除く 10人の委員で構成するまちづくり等調査特別委員会を設置し、これ

に付託して、枝幸町が策定するまちづくり計画及びその他重要な計画、並びに町施策に関する調査

及び検討を行うこと。閉会中も調査及び検討を行うことができることとし、議会において、本委員

会の中止を議決するまで継続存置すること。以上の内容であります。 

質疑・討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。質疑・討論を省略いたします。 

お諮りいたします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第２号 まちづくり等調査特別委員会の設置については、原案のとおり可決さ

れました。 

続いて、本特別委員会の委員の選任につきましては、枝幸町議会委員会条例第７条第４項の規定

により、議長が会議に諮って指名することになっております。 

お諮りいたします。本特別委員会の委員は、議長を除く 10人の議員全員を指名しますので、議員

の指名の申し上げは省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、まちづくり等調査特別委員会の委員は、議長を除く議員全員を選任することに決定

されました。 

なお、正副委員長の互選については、別途、本特別委員会を開催し決めていただきますので、ご

承知願います。 

 

◎日程第１３ 同意第１号 

○議長（清水顕志君） 日程第 13 同意第１号 枝幸町監査委員の選任についてを議題といたしま

す。 

 監査委員には、議員から選任されるもの１名が提案されております。 

議員から選任される方は、地方自治法第 117 条の規定により除籍の対象になりますので、秋川議

員の除斥を求めます。 

（８番秋川祥雄君 退席） 

○議長（清水顕志君） それでは、提出者の説明を求めます。 

小原町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） それでは、同意第１号 枝幸町監査委員の選任について、次の者を枝幸町

監査委員に選任したいので、地方自治法第 196 条第１項の規定により議会の同意を求める。 

令和８年４月 28日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明でございますが、冒頭でも申し上げましたとおり、本提案は、議会議員のうちか

ら選任する監査委員についてのみの提案でございます。それでは、提案理由の説明をさせていただ
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きます。 

町議会議員が改選されたことに伴いまして、枝幸町監査委員の次の方を選任したいと思いますの

で、地方自治法第 196 条第１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

議員のうちから選任する監査委員といたしまして、秋川祥雄氏でございます。 

経歴については、議案参考資料１ページに記載しておりますので、ご参照をお願いいたします。 

秋川氏は、教育委員、行政改革推進委員、農業委員及び病院対策協議会委員などの公職を務めら

れ、特に行政改革推進委員においては、２年間、会長として尽力され、効率的な行政運営に向け積

極的な意見を唱えてこられました。 

令和、失礼、平成 15 年３月より歌登町議会議員として、平成 18年の合併後は枝幸町議会議員と

して、枝幸町の行政の推進に多大なるご尽力を賜っており、町議会議員としての政治的な見地から

貴重なご提言をいただければ幸いと存じております。 

任期は、議会の同意を得た日から令和 12年４月 15 日まででございます。 

以上、監査委員として適任者と確信しておりますので、ぜひともごご同意くださいますようお願

いを申し上げます。 

○町長（小原 仁君） そ 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、提案説明が終わりました。 

これから質疑を行います。議員のうちから選任する監査委員について、質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

人事案件でありますので、枝幸町議会会議規則等運用例規定第 50条の規定により、討論を省略し

たいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

これより、同意第１号についてを採決します。 

採決の方法については、人事案件でありますので、議会運営委員会において協議された結果によ

り、起立により採決したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） したがって、採決方法は、起立により採決することに決定されました。 

お諮りいたします。提案された秋川祥雄議員につきまして、同意することに賛成の方は、起立願

います。 

（起立多数） 

○議長（清水顕志君） 起立全員と認めます。着席ください。 

したがって、同意第１号、枝幸町監査委員の選任については、秋川祥雄議員を同意することに決

定されました。 

（８番秋川祥雄君 着席） 

○議長（清水顕志君） ただいま、同意されました監査委員の秋川議員が議場におられますので、

自席にて、就任に向けてのご挨拶をいただきたいと思います。 

○８番（秋川祥雄君） ただいまご報告いただきましたように、監査委員のご指名をいただきまし
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た。 

もとより、もう年齢的に高くなりまして、大変厳しい仕事だなと思っておりますが、今年もまた

選挙に出させていただき当選をさせていただきました。４年間、町のためにご奉仕をしなければい

けない、強い思いでございます。 

そういう中で、大変重要な監査委員の指名をいただきましたこと、自分にとっては身に余る光栄

と存じますが、これに驕ることなく一生懸命頑張りたいと思います。 

なお、同僚の代表監査委員もおられると思いますので、そういった人たちにご協力をいただきな

がら、どうか４年間務め上げたいなと思っておりますので、これからも、一層、ご指導、ご鞭撻を

お願いいたしまして、ご挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

◎日程第１４ 同意第２号 

○議長（清水顕志君） 日程第 14 同意第２号 枝幸町教育委員会委員の任命についてを議題とい

たします。 

提出者の説明を求めます。 

小原町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） 同意第２号 枝幸町教育委員会委員の任命について。 

次の者を枝幸町教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第２項の規定により、議会の同意を求める。 

令和８年４月 28日提出 枝幸町長。 

枝幸町教育委員会委員の任命について、提案の内容を説明させていただきます。 

枝幸町教育委員会委員につきましては、令和８年５月８日に１名の方が任期満了となりますこと

から、新たに任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定によ

り、議会の同意を求めるものであります。 

これから申し上げます方は、経歴等につきましては、議案関係参考資料の２ページに記載してお

りますので、ご参照をよろしくお願いいたします。 

枝幸町教育委員会委員として任命申し上げますのは、成田千史氏でございます。 

今回、新たに任命いたします成田氏は、幼稚園教諭及び保育士として勤務経験があるとともに、

枝幸町立目梨泊小学校運営協議会委員として教育行政の推進にご尽力を賜っております。また、日

頃、子育てをされる保護者としての視点で、貴重なご意見、提言をいただけるものと期待をしてお

ります。 

任期は、令和８年５月９日から令和 12年５月８日まででございます。 

以上、教育委員会委員として適任者と確信をしておりますので、ぜひともご同意いただきますよ

う、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（清水顕志君） 以上を持ちまして、提案説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 



- 19 - 

 

人事案件でありますので、枝幸町議会会議規則等運用例規定第 50条の規定により、討論を省略し

たいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

これより、同意第 2号についてを採決します。 

採決の方法については、人事案件でありますので、議会運営委員会において協議された結果によ

り、起立により採決したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、採決方法は、起立により採決することに決定されました。 

 お諮りいたします。同意第２号について、提案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

○議長（清水顕志君） 起立全員と認めます。着席ください。 

 したがって、同意第２号、枝幸町教育委員会委員の任命については、成田千史氏を同意すること

に決定されました。 

 

◎日程第１５ 承認第３号 

○議長（清水顕志君） 日程第 15 承認第３号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

税務課長。 

（税務課長浜中 聡君 登壇） 

○税務課長（浜中 聡君） 議案書３ページでございます。 

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和８年４月 28日提出 枝幸町長。 

処分事項でございますが、専決処分の内容は、枝幸町税条例の一部を改正する条例。専決処分年

月日は、令和８年３月 31日。専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでござ

います。 

続きまして４ページ、専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり

専決処分する。 

令和８年３月 31日 枝幸町長。 

専決処分しました条例は、地方税法等の一部を改正する法律等が令和８年３月 31日に公布され、

４月１日から施行されたことに伴い、税条例についても所要の改正を行うものであります。 

改正条文の読み上げについては省略し、別冊の議案関係参考資料により改正内容の説明をいたし

ます。別冊、議案関係参考資料の３ページをお開き願います。  

３ページ上段、第 18条の３では、軽自動車税環境性能割の廃止に伴い、種別割を軽自動車税に名
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称を変更する改正を行っております。 

次に、３ページ中段から４ページ中段にかけての第 19 条では、軽自動車税環境性能割の廃止に伴

い、現行規定の削除による所要の改正を行っております。 

次に、４ページ下段の第 33 条では、特定大口株主配当等の特定配当等への追加に伴い、所要の改

正を行っております。 

次に、４ページ下段から５ページ上段にかけての第 34 条の７では、復興特別所得税の課税期間の

延長等に伴い、所要の改正を行っております。 

次に、５ページ上段から６ページ中段にかけての第 36 条の２では、第１項、６ページ中段から７

ページ中段にかけての第 36条の３の２では、第１項、第２号、第５項について、条文の改正による

項ずれの改正を行っております。 

次に、７ページ中段から 10ページ中段にかけての第 36 条の３の３では、個人の町民税に係る公

的年金等受給者の扶養親族等申告書の提出義務の範囲の見直しに伴い、第１項の条文改正、第２項

の追加、この追加に伴う以降の項ずれ、条文の改正による所要の改正を行っております。 

次に、10 ページ中段の第 63 条では、家屋及び償却資産に対して課する固定資産税の免税点の引

き上げについての改正を行っております。 

次に、軽自動車税環境性能割の廃止に伴う改正として、10 ページ下段から 11 ページ上段にかけ

ての第 80条では、第１項の条文改正、第２、失礼しました、第２項の、現行規定第２項の削除、改

正規定第２項の条文改正を行っております。 

次に、11ページ中段の第 81条では、第１項及び第２項の条文改正、現行規定 11 ページ下段の第

３項、12ページ上段の第４項を削除する改正を行っております。 

次に、現行規定 12ページ上段の 81条の３、12ページ中段の 81 条の４、12ページ下段の 81条の

５、12ページ下段から 13ページ中段にかけての第 81条の６、13 ページ中段の第 81条の７、13ペ

ージ下段の第 81条の８についても削除をする改正を行っております。 

次に、13ページ下段から 14ページ上段にかけての第 82 条、14ページ上段の第 83 条、14ページ

中段の第 85 号、失礼しました、第 85条、14 ページ中段から 15 ページ上段にかけての第 87条、15

ページ中段の第 88条、第 89条、15 ページ下段から 17ページ中段にかけての第 90 条、17ページ中

段から 18ページ中段にかけての第 91 条では、種別割を軽自動車税に名称を変更する改正、地方税

法施行規則に合わせた改正と、現行規定の削除による項ずれの改正を行っております。 

次に、18ページ中段の附則第６条では、適用期限の延長に伴う改正を行っております。 

次に、現行規定 18ページ下段から 19 ページ中段にかけての附則第７条の３では、地方税法附則

に合わせ現行規定を削除し、19 ページ下段から 20 ページ中段にかけての改正規定附則第７条の３

では、適用期限の延長に伴う改正、地方税法附則に合わせた改正、現行規定の削除による所要の改

正を行っております。 

次に、20 ページ中段の附則第７条の４では、復興特別所得税の課税期間の延長等及び特定暗号資

産取引に係る課税の見直しに伴い、所要の改正を行っております。 

次に、20 ページ下段から 21ページ下段の附則第８条では、適用期限を令和 12 年度まで延長する

改正、現行規定の削除による所要の改正を行っております。 

次に、21 ページ下段から 22 ページ上段にかけての附則第９条の２では、復興特別所得税の課税

期間の延長等に伴い、所要の改正を行っております。 
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次に、22 ページ上段から 23ページ下段にかけての附則第 10条の２については、固定資産税に係

るわがまち特例の規定であります。 

地方税法附則において条項の整理が行なわれたことから、地方税法附則に合わせた改正と、現行

規定の削除による項ずれの改正。22 ページ下段の改正規定第９項から 23 ページ中段にかけての第

16項では、再生可能エネルギー発電設備に係る課税標準の特例措置の割合を定める規定の改正。23

ページ下段の改正規定第 20項では、改修特別特定建築物に係る固定資産税の減額の特例措置の割合

を定める規定を追加しております。 

次に、23 ページ下段から 26ページ下段にかけての附則第 10条の 3についても、地方税法の附則

に合わせた所要の改正を行っております。 

次に、軽自動車税環境性能割の廃止に伴う改正として、現行規定 26ページ下段から 28 ページ上

段にかけての附則第 15条の２、28ページ上段の附則第 15条の３、28ページ中段の附則第 15 条の

４、28ページ下段の附則第 15 条の５、28ページ下段から 29 ページ中段にかけての附則第 15 条の

６について削除する改正と、現行規定の削除による所要の改正を行っております。 

次に、29 ページ中段から 30ページ中段にかけての附則第 16条では、種別割の文言を削除する改

正、地方税法附則等に合わせた改正、29 ページ下段から 30 ページ上段にかけての第 2 項では、軽

自動車税のグリーン化特例について令和 10 年３月末までの２年間を延長する改正、30 ページ下段

の現行規定第４項を削除する改正、現行規定の削除による所要の改正を行っております。 

次に、31 ページ上段の附則第 16 条の２では、種別割の文言を削除する改正、現行規定の削除に

よる所要の改正を行っております。 

次に、町民税の課税の特例として、31ページ下段から32ページ中段にかけての附則第16条の３、

32ページ中段から 33 ページ中段にかけての附則第 16 条の４、33ページ中段から 34 ページ上段に

かけての附則第 17条では、現行規定の削除による所要の改正を行っております。 

次に、34ページ上段から 35ページ中段にかけての附則第 17条の２では、第１項、第２項の適用

期限の延長、第４項の規定を追加し、地方税法附則に合わせた所要の改正を行っております。 

次に、35ページ中段から 36ページ上段にかけての附則第 18条、36ページ中段から 37 ページ上

段にかけての附則第 19条についても、現行規定の削除による所要の改正を行っております。 

次に、37 ページ上段から 38ページ中段にかけての附則第 19条の３、特定暗号資産に係る譲渡所

得等については、特定暗号資産取引に係る課税の見直しに伴い、規定を追加しております。 

次に、38ページ下段から 39ページ上段にかけての附則第 20条、39ページ中段から 40 ページ中

段にかけての附則第 20条の２、39ページ、失礼しました、40ページ下段から 42 ページ増段にかけ

ての附則第 20条の３についても、現行規定の削除による所要の改正を行っております。 

最後に、42ページからの附則ですが、第１条として、この条例は、令和８年４月１日から施行す

るものですが、各号で条文ごとの施行期日を定めております。 

42 ページ下段の第２条から 45 ページ下段の第４条までは、町民税、固定資産税、軽自動車税の

改正による経過措置を定めております。45ページ下段の第 5条では、枝幸町税条例等の一部を改正

する条例、平成 26 年条例第 35 号の附則第６条について、軽自動車税環境性能割の廃止に伴い、種

別割の文言を削除する改正を定めております。 

以上、提案内容の説明といたします。 

よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 



- 22 - 

 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第３号について採決いたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第３号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第１６ 承認第４号 

○議長（清水顕志君） 日程第 16 承認第４号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

税務課長。 

（税務課長浜中 聡君 登壇） 

○税務課長（浜中 聡君） 議案書 12 ページでございます。 

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和８年４月 28日提出 枝幸町長。 

処分事項でございますが、専決処分の内容は、枝幸町都市計画税条例の一部を改正する条例。専

決処分年月日は、令和８年３月 31日。専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったた

めでございます。 

続きまして、13ページ、専決処分書でございます。地方自治法第 179 条第１項の規定により、議

会を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり専決処分する。 

令和８年３月 31日 枝幸町長。 

専決処分しました条例は、地方税法等の一部を改正する法律等が令和８年３月 31日に公布され、

４月１日から施行されたことに伴い、都市計画税条例についても所要の改正を行うものであります。 

改正条文の読み上げについては省略し、別冊の議案関係参考資料により改正内容の説明をいたし

ます。別冊、議案関係参考資料の 47 ページをお開き願います。 

本条例の改正については、附則のみの改正となっております。47 ページ上段の附則第２項では、

地方税法附則において条項の整理が行われたことから、地方税法附則に合わせた改正を行っており

ます。 

次に、47 ページ上段の附則第３項については、改修特別特定建築物に係る都市計画税の減額の特
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例措置の割合を定める規定を追加し、この追加に伴う以降の項ずれの改正を行っております。 

次に、47 ページ中段から 48 ページ上段にかけての附則第４項では、附則第３項の追加に合わせ

た所要の改正を行っております。 

次に、48ページ中段の附則第７項、附則第８項、48 ページ下段から 49ページ上段にかけての附

則第９項、49ページ中段の附則第 11 項では、項ずれの改正を行っております。 

次に、49 ページ下段の附則第 12項では、地方税法附則において条項の整理が行われたことから、

地方税法附則に合わせた改正を行っております。 

最後に、50ページの附則ですが、第１項では、この条例は、令和８年４月１日から施行するとし

ております。第２項及び第３項では、本条例改正による経過措置を定めております。 

以上、提案内容の説明といたします。よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第４号について採決いたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第４号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第１７ 承認第５号 

○議長（清水顕志君） 日程第 17 承認第５号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君 登壇） 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 議案書の 15ページをご覧ください。 

承認第５号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和８年４月 28日提出 枝幸町長。 

専決処分事項でございます。専決処分の内容は、枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例。専決処分年月日は、令和８年３月 31日、専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなか

ったためでございます。 
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16 ページをご覧願います。専決処分書でございます。地方自治法第 179 条第１項の規定により、

議会を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり専決処分する。 

令和８年３月 31日 枝幸町長。 

提案理由のご説明を申し上げます。 

本年４月１日施行の地方税法施行令の一部改正において、国民健康保険税の課税限度額及び軽減

判定所得基準が改正となり、町条例において、同様に改正をするものでございます。 

はじめに、課税限度額の改正でございますが、国民健康保険税は保険給付との兼ね合いから、１

世帯あたりでご負担いただく税額に上限額が設けられており、地方税法施行令においてその額が定

められております。 

国が定める令和８年度の課税限度額は、子ども・子育て支援納付金課税額の新設に加え、４万円

の引き上げとなり、総額を 113 万円とする改正となっております。また、国民健康保険税額の算出

は、世帯の所得に応じて、均等割額及び平等割額について軽減措置が定められており、物価上昇な

どの経済動向により軽減判定所得基準を引き上げる改正となっております。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明させていただきます。資

料の 51ページをお開き願います。  

はじめに、課税額第２条第２項は、国民健康保険税の課税区分のうち、基礎課税分の課税限度額

66万円を１万円引き上げ、67 万円に改めるものでございます。 

次に、その下、第５項は、令和８年度から新たに設けられております子ども・子育て支援納付金

課税額の課税限度額を３万円と定めるものでございます。 

次に、国民健康保険税の減額、第２条、第、失礼しました、第 23条第１項の改正は、減額後の課

税限度額を先ほどの第２条第２項及び第５項で定める改正後の限度額と同額とし、基礎課税額 66

万円を 67 万円に改め、52 ページ上段の子ども・子育て支援納付金課税額を３万円とするものでご

ざいます。 

中段の第２号は、国民健康保険税額算定のうち、均等割額及び平等割額について、５割軽減を判

定する際の所得基準となり、世帯の被保険者数に応じて加算する基準額 30万 5,000 円を 5,000 円引

き上げ、31 万円に改めるものでございます。 

次の第３号は、２割軽減の所得基準となり、世帯の被保険者数に応じて加算する基準額 56万円を

１万円引き上げ、57万円に改めるものでございます。 

次に、53 ページ中段の第３項第１号の出産被保険者に係る減額は、地方税法施行規則の改正に合

わせ、適用条文を第 24条の 30 の６に改めるものでございます。 

最後に附則でございますが、施行期日、第１項、この条例は、令和８年４月１日から施行する。 

適用区分、第２項、改正後の枝幸町国民健康保険税条例の規定は、令和８年度以降の年度分の国

民健康保険税について適用し、令和７年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例によ

るとしてございます。 

以上、大変雑駁ではございますが、承認第５号の提案理由及び内容の説明とさせていただきます。

よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

はい、６番野口議員。 
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○６番（野口洋郎君） はい、ちょっとお伺いします。あ、参事の顔見えないな。これ、いや、失

礼します。 

あの、今回のこの改正で、軽減措置を受ける方の所得が上がるということになるんですよね。 

そうすると、７割負担だった人が、今まで 66 万だったのが 67 万になるっていうことで、所得が

少し上がったけども７割軽減になるっていう、そういう捉え方になると思うんですが。 

当町の場合に、その７割、５割、２割の負担額が、こう有利に働くっていう事例が結構あるのか、

そのへんちょっと具体的なことがわかれば教えていただきたいんです。 

○議長（清水顕志君） はい、保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

今回改正となります軽減判定の基準につきましては、７割軽減については、33万円以下っていう

部分では変更がございません。５割軽減と２割軽減の二つの区分についての変更となっておりまし

て、対象世帯でございますが、７割軽減につきましては 303 世帯、５割軽減につきましては 135 世

帯、２割軽減につきましては 89世帯という方が令和７年度実際に適用となっておりました。 

引き続き、令和８年度の試算を行った中では、５割軽減が 130世帯、２割軽減が 86世帯といった

形で、今、あの、所得が上がってきている状況もあるんですけれども、軽減判定の引き上げに伴い

まして、これまでと同様な形の方が軽減を受けられるものとなるものと考えております。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） はい、５割と２割の方が影響が出るということなんですけど、これちょっ

と数字だけ見ると減ってるような感じになりますよね。これは、所得が上がってしまってるから減

ってるっていうことで、その、あの、減額される方に不利に働いてるっていうことではないという

見方でいいのかな。そこをちょっと教えてもらえますか。 

○議長（清水顕志君） はい、保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

あの、対象世帯が減少となっている理由につきましては、国保加入世帯そのものが、今現在、６

パーセント程度減少しておりまして、そういったことが大きく寄与してるものと考えております。 

○議長（清水顕志君） よろしいですか。はい、ほかに質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第５号について採決いたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第５号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第１８ 承認第６号 
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○議長（清水顕志君） 日程第 18 承認第６号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 17 ページでございます。 

承認第６号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和８年４月 28日提出 枝幸町長。 

処分事項でございます。専決処分の内容は、令和７年度枝幸町一般会計補正予算。専決処分年月

日は、令和８年３月 31 日。専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでござい

ます。 

続いて、専決処分書でございます。地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時

間的余裕がないと認め、次のとおり専決処分する。 

令和８年３月 31日 枝幸町長。 

令和８年度枝幸町一般会計補正予算。 

令和７年度江崎町一般会計補正予算第８号は、別紙に定めるところによる。 

別冊、令和７年度一般会計補正予算書第８号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２億 3,339 万２千円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 136 億 12 万７千円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

繰越明許費の補正、第２条、繰越明許費の追加及び変更は、第２表、繰越明許費補正による。 

地方債の補正、第３条、地方債の変更は、第３表、地方債補正による。 

５ページをお開き願います。 第２表、繰越明許費補正は、まず追加が 1件ございます。内容は、

２款総務費、１項総務管理費で、事業名は、次世代住宅建設支援事業、金額 550 万円でございます。 

続いて変更が１件ございます。内容は、７款商工費、１項商工費で、事業名は、中小企業者等雇

用促進住宅建設支援事業で、変更前金額 500 万円を変更後金額 2,000 万円に増額するものでござい

ます。 

６ページになります。第３表、地方債補正で、変更が３件ございます。変更内容はすべて限度額

のみで、記載の方法、利率、償還の方法については変更はございません。 

１件目は、公共施設等適正管理推進事業で、補正前限度額 6,110 万円を補正後限度額 5,930 万円

に減額。 

２件目は、辺地対策事業で、補正前限度額２億 1,770 万円を補正後限度額２億 1,760 万円に減額。 

３件目は、過疎対策事業で、補正前限度額 18 億 8,410 万円を補正後限度額 18億 390 万円に減額

するもので、これら３件の変更は、事業費精査による借入額の確定によるものでございます。 

今回の補正予算につきましては、歳入では、町税の収入見込み、地方交付税、地方徴用税の各種

交付金の交付決定並びに各事務事業の精算による国・道支出金などの整理を行っております。 
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一方、歳出では、全体的に各事務事業等の精算による不要額の整理を行っております。 

それでは、事業別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。12ページをお開き願います。

歳入でございます。  

１款町税は 4,650 万円の増額。内訳は、１項町民税が 3,770 万円、２項固定資産税が 710 万円、

３項軽自動車税が 170 万円のそれぞれ増額でございます。 

２款地方譲与税は 378 万 2,000 円の増額。内訳は、１項地方揮発油譲与税が 31万 6,000 円、２項

自動車重量譲与税が 718 万円のそれぞれ増額。３項森林環境譲与税が 371 万 4,000 円の減額でござ

います。 

３款、１項利子割交付金は 318 万 2,000 円、４款、１項配当割交付金は 447 万 6,000 円、５款、

１項株式等譲渡所得割交付金は 992万 9,000 円、６款、１項法人事業税交付金は 256 万 9,000 円、

７款、１項地方消費税交付金は 2,336 万 1,000 円、８款、１項ゴルフ場利用税交付金は８万 5,000

円、９款、１項環境性能割交付金は 156 万 2,000 円、10 款地方特例交付金、２項新型コロナウイル

ス感染症対策地方税減収補てん特別交付金は 1,000 円のそれぞれ増額でございます。 

 14 ページ、11款、１項地方交付税は 2,406 万 8,000 円、12 款、１項交通安全対策特別交付金は１

万 7,000 円のそれぞれ減額。 

13 款分担金及び負担金は 108 万 2,000 円の減額。内訳は、１項分担金が４万 1,000 円、２項負担

金が 104 万 1,000 円のそれぞれ減額でございます。 

14款使用料及び手数料、１項使用料は９万円の増額。15款国庫支出金は1,104万4,000円の減額。

内訳は、１項国庫負担金が 444 万 5,000 円、２項国庫補助金が 659 万 9,000 円のそれぞれ減額でご

ざいます。 

16 ページ、16款道支出金は 1,419 万 9,000 円の減額。内訳は、１項道負担金が 147 万 7,000 円、

２項道補助金が 925 万 1,000 円、３項委託金が 347 万 1,000 円のそれぞれ減額でございます。 

17 款財産収入は 659 万 7,000 円の増額。内訳は、１項財産運用収入が 224 万 9,000 円、２項財産

売払収入が 434 万 8,000 円のそれぞれ増額でございます。 

18 ページ、18款、１項寄付金は 3,024 万 9,000 円の増額。 

19 款、１項繰入金は２億 3,672 万円の減額で、地域振興基金繰入金などの減額でございます。 

21 款諸収入は 345 万 5,000 円の増額。内訳は、３項貸付金元利収入が 360 万円の増額。４項受託

事業収入が１万 9,000 円、５項雑入が 12万 6,000 円のそれぞれ減額でございます。 

22款、１項町債は8,210万円の減額で、事業費精算による借入額の確定によるものでございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 138 億 3,351 万 9,000 円に対し、２億 3,339 万 2,000 円を

減額し、136億 12 万 7,000 円とするものでございます。歳入は以上です。 

続いて歳出でございます。22 ページをお開き願います。 

 ２款総務費は 3,261 万 5,000 円の減額。内訳は、１項総務管理費が 2,809 万 1,000 円の減額で、主

なものは、23ページ上、ふるさと納税推進事業が 366 万円、その下、ふるさと教育推進事業が 226

万 1,000 円のそれぞれ減額。25 ページ上、奨学金償還支援事業が 151万 4,000 円、一つ置いて、次

世代住宅建設支援事業が 1,065 万円、その下、地域おこし協力隊推進事業が 431万 7,000 円、その

下、移住支援事業が 3,000 万円のそれぞれ減額。その下、次世代住宅建設支援事業(明許繰越)が 550

万円の追加。27ページ上、行政情報システム管理経費が 3,000 万円、一つ置いて、地域公共交通活

性化事業が 232 万 5,000 円のそれぞれ減額。29 ページ上、基金管理費が 3,204 万 2,000 円の増額。
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一つ置いて、情報通信基盤施設管理経費が 106 万 9,000 円、一つ置いて、まちづくり活動助成事業

が 158 万 8,000 円、その下、オホーツク枝幸産業観光推進事業が 2,963 万 8,000 円のそれぞれ減額

でございます。 

30 ページ、２項徴税費が 122 万 1,000 円の減額で税務事務経費。 

４項選挙費が 259 万 8,000 円の減額で衆議院議員選挙執行経費でございます。 

32 ページ、５項統計調査費が 705,000 円の減額で、指定統計調査経費でございます。 

34 ページになります。 ３款民生費は 4,128 万 4,000 円の減額。内訳は、１項社会福祉費が 2,691

万 9,000 円の減額で、主なものは 35 ページ上、国民健康保険事業特別会計繰出金が 199 万 3,000

円、二つ置いて、重度心身障害者医療費助成事業が 102万 8,000 円、その下、障害者給付費等支給

事業が 250 万 5,000 円、その下、障害者等医療費支給事業が 314 万 4,000 円のそれぞれ減額。37ペ

ージ上になります。障害者地域生活支援事業が 131 万 5,000 円、一つ置いて障害者福祉施設整備事

業が 101 万 8,000 円、その下、介護保険事業特別会計繰出金が 1,403 万円のそれぞれ減額でござい

ます。 

38 ページ、２項児童福祉費は 1,436 万 5,000 円の減額で、主なものは 39 ページ上、乳幼児等医

療費助成事業が 328 万 4,000 円、一つ置いて、児童手当支給事業が 284 万 5,000 円、一つ置いて、

子ども・子育て支援事業が293万 3,000円、１番下、こども家庭センター管理運営経費が325万 7,000

円のそれぞれ減額でございます。 

42 ページになります。 ４款衛生費は 2,310 万 8,000 円の減額。内訳は、１項保険衛生費が 901

万 1,000 円の減額で、主なものは 43 ページ三つ目、医療技術者等修学資金貸付事業が 320 万円、１

番下、健診事業経費が 184 万 3,000 円のそれぞれ減額。45ページ上、予防接種経費が 267 万 6,000

円の減額でございます。 

 44 ページに戻りまして、２項清掃費が 1,409 万 7,000 円の減額で、主なものは 45 ページ下から二

つ目、リサイクルセンター複合化整備事業が 784 万 9,000 円、その下、枝幸一般廃棄物埋立処分地

施設管理経費が 237 万 2,000 円のそれぞれ減額。47 ページ上、歌登一般廃棄物埋立処分地施設管理

経費が 118 万 8,000 円、その下、一般廃棄物最終処分場整備事業が 150 万円、その下、塵芥処理対

策経費が 100万円のそれぞれ減額でございます。 

 48 ページ、６款農林水産業費は 7,662 万 6,000 円の減額。内訳は、１項農業費が 26万 3,000 円の

減額で、公社営草地畜産基盤整備事業ほかでございます。 

２項林業費が 651 万 6,000 円の減額で、主なものは 49 ページ中ほど、有害鳥獣駆除経費が 108

万 1,000 円、一つ置いて、森林環境譲与税活用事業が 293 万 4,000 円のそれぞれ減額。 51 ページ

二つ目、循環型資源基盤整備強化対策事業が 110 万円の減額でございます。 

50 ページに戻りまして、３項水産業費が 6,984 万 7,000 円の減額で、主なものは 51 ページ下、

特定漁港漁場整備事業が 6,978 万 7,000 円の減額でございます。 

52 ページになります。７款１項商工費は 1,496 万 8,000 円の減額で、主なものは 53 ページ三つ

目、中小企業者等雇用促進住宅建設支援事業の 1,532 万 5,000 円を減額し、その下、同事業の明許

繰越しとして 1,500 万円の増額。一つ置いて、保養施設等管理経費が 1,258 万 5,000 円、その下、

保養施設等整備事業が 168 万 5,000 円のそれぞれ減額でございます。 

54 ページになります。８款土木費は 2,543 万 2,000 円の減額。内訳は、１項道路橋梁費が 2,372

万円の減額で、雪寒建設機械整備事業。 
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続いて、４項都市計画費が 1,71 万 2,000 円の減額で、公園管理経費でございます。 

56 ページになります。10 款教育費は 735 万 8,000 円の減額。内訳は、１項教育総務費が 433 万

3,000 円の減額で、内訳は、57ページ上、特別支援教育支援員配置事業が 218 万 7,000 円、その下、

枝幸高等学校支援事業は 214 万 6,000 円のそれぞれ減額。 

56 ページに戻りまして、２項小学校費が 83万 9,000 円の減額で、小学校就学援助事業。 

続いて、３項中学校費が 96万 8,000 円の減額で、中学校就学援助事業でございます。  

58 ページ、４項社会教育費が 269 万 6,000 円の減額で、主なものは、59ページ下から 2つ目、文

化振興事務経費が 182 万 3,000 円の減額でございます。 

58 ページに戻りまして、５項保健体育費が 147万 8,000 円の増額で、社会体育施設管理運営経費

でございます。  

60 ページになります。11款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費は 200 万円の減額で、農業

施設及び林業施設の災害復旧事業でございます。 

62 ページ、13款、１項職員費は 250万 7,000 円の減額で、給与費でございます。 

64 ページになります。14款、１項予備費は 749 万 4,000 円の減額でございます。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 138 億 3,351 万 9,000 円に対し、２億 3,339 万 2,000 円を

減額し、136億 12 万 7,000 円とするものでございます。 

67 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。なお、予算附属資

料として、令和７年度普通建設事業等補正予算一覧表をお配りしておりますので、ご参照いただけ

ればと存じます。 

以上、専決処分いたしました令和７年度枝幸町一般会計補正予算第８号の内容説明とさせていた

だきます。よろしくご審議のうえ、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（清水顕志君） 以上を持ちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般についての質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 したがって、討論を省略いたします。 

これより承認第６号について採決いたします。  

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第６号、専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

１時間以上経ちましたので、休憩したいと思います。15時 25 分まで休憩といたします。 

休憩 午後 ３時０８分 

再開 午後 ３時２５分 

 

◎日程第１９ 承認第７号 
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○議長（清水顕志君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

日程第 19 承認第７号 専決処分の承認を求めることについてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君 登壇） 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 議案書の 19ページでございます。 

承認第７号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第 1項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和８年４月 28日提出、枝幸町長。 

処分事項でございます。専決処分の内容は、令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予

算。専決処分年月日は、令和８年３月 31日。専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなか

ったためでございます。 

専決処分書でございます。地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕

がないと認め、次のとおり専決処分する。 

令和８年３月 31日 枝幸町長。 

令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算。 

令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算第４号は、別紙に定めるところによる。 

別冊の令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算書第４号の１ページを開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 7,800 万円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 12億 7,470 万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。10 ページをご覧願います。

歳入でございます。 

１款、１項国民健康保険税は 103 万 5,000 円の増額で、内訳は、一般被保険者現年課税分 44万円、

滞納繰越分 59万 5,000 円のそれぞれ増額でございます。 

２款道支出金、１項道補助金は 7,450 万 6,000 円の減額で、歳出でご説明いたします保険給付費

の減額による普通交付金 7,443 万 7,000 円の減額及び保険者努力支援金ほかで特別交付金６万

9,000 円の減額でございます。 

４款、１項繰入金は 453 万 7,000 円の減額で、内訳は、１目一般会計繰入金、出産育児一時金等

繰入金 8,000 円及び職員給与費等繰入金 198 万 5,000 円の減額。２目基金繰入金は 254 万 4,000 円

の減額でございます。 

６款諸収入、２項雑入は、３目雑入、検診料 8,000 円の増額でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 13億 5,270 万円から 7,800 万円を減額し、計 12億 7,470 万円と

するものでございます。歳入は以上です。 

続いて歳出でございます。14ページをご覧願います。１款総務費、１項総務管理費は 196 万 5,000

円の減額で、15 ページ１つ目の一般事務経費から 17 ページ中ほどの医療費適正化特別対策事業ま

で、各事業、事務事業の予算精査でございます。 
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18 ページです。２款、１項保険給付費は 7,401 万 2,000 円の減額で、主なものは、19ページ一つ

目の保険給付経費は、２月診療分までの給付実績により 5,669 万 2,000 円の減額。また、二つ下の

高額療養経費は、1,606 万 7,000 円の減額など、保険給付費の精査でございます。 

３款、１項国民健康保険事業費納付金は、補正額はなく財源振替となっております。 

20 ページでございます。５款、１項保険事業費は 71万 6,000 円の減額で、21ページ、保健衛生

普及事業１万 8,000 円及び特定健康診査事業 69万 8,000 円のそれぞれ減額でございます。 

７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金は 130 万 7,000 円の減額で、保険税還付金の精査でご

ざいます。 

以上、歳出合計は、補正前の額 13億 5,270 万円から 7,800 万円を減額し、計 12億 7,470 万円と

するものでございます。歳出は以上です。 

23 ページ目以降は予算説明書でございますので、ご参照いただきたいと存じます。 

以上、専決処分いたしました令和７年度国民健康保険事業特別会計補正予算第４号の説明とさせ

ていただきます。よろしくご審議のうえ、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般についての質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第７号について採決いたします。  

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第７号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第２０ 承認第８号 

○議長（清水顕志君） 日程第 20 承認第８号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 19ページをお開きください。 

承認第８号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和８年４月 28日提出 枝幸町長。 

処分事項でございます。専決処分の内容は、令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算。
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専決処分年月日は、令和８年３月 31 日。専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかった

ためでございます。 

続けて、専決処分書でございます。地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時

間的余裕がないと認め、次のとおり専決処分する。 

令和８年３月 31日 枝幸町長。 

令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算。 

令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算第４号は、別紙に定めるところによる。 

別冊の令和７年度介護保険事業特別会計補正予算書第４号の１ページをお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 8,003 万 1,000 円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億 7,624 万 5,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

今回の補正の主なものは、歳入の介護保険料を精査により増額するほか、歳入歳出ともに予算精

査を行っております。 

それでは、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。10ページをお開き願いま

す。歳入でございます。 

１款、１項介護保険料 523 万 4,000 円の増額で、内訳は、第１号被保険者介護保険料の現年度分

507 万 7,000 円との増額と、滞納繰越分 15万 7,000 円の増額でございます。 

２款国庫支出金は 1,618 万 1,000 円の減額。内訳は、１項国庫負担金が 1,551 万 2,000 円の減額

で、介護給付費負担金の事業精査による減額。２項国庫補助金が 66万 9,000 円の減額で、地域支援

事業交付金などの事業精査による減額でございます。 

３款道支出金は 1,234 万 5,000 円の減額。内訳は、１項道負担金が 1,200 万 6,000 円の減額で、

介護給付費負担金。２項当補助金が 33万 9,000 円の減額で、地域支援事業交付金など事業精査によ

る減額でございます。 

４款、１項支払基金交付金は 2,322 万 2,000 円の減額で、介護給付費交付金及び地域支援事業交

付金の精査による減額でございます。 

５款財産収入、１項財産運用収入は１万円の増額で、介護保険給付費準備基金利子収入でござい

ます。 

６款、１項繰入金は 3,352 万 8,000 円の減額で、一般会計繰入金が各事務事業精査により 1,403

万円、介護保険給付費準備基金繰入金が介護保険料の増額及び歳出において保険給付費等が減少し

たことに伴いまして 1,949 万 8,000 円、それぞれ減額でございます。 

12 ページでございます。８款諸収入、１項雑入は 1,000 円の増額で、高額介護サービス費の過払

い分の返還金でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額８億 5,627 万 6,000 円に対し、8,003 万 1,000 円を減額し、計７

億 7,624 万 5,000 円とするものでございます。歳入は以上でございます。 

続いて、歳出でございます。16ページをお開きください。 

１款総務費は 52万 1,000 円の減額。内訳は、１項総務管理費が 46万 4,000 円の減額で、一般事

務経費、介護保険システム改修事業、認知症施策等総合支援事業ともに精査により減額しておりま

す。 
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２項徴収費が 8,000 円の減額で、介護保険料付加徴収経費の精査。３項介護認定審査会費は財源

振替。４項運営協議会費が 4万 9,000 円の減額で、事業精査によるものでございます。 

18 ページをお開きください。２款保険給付費は 8,467 万円の減額。内訳は、１項介護給付諸費が

7,599 万 4,000 円の減額。２項特定入所者介護給付費が 685 万 2,000 円の減額。３項高額介護給付

費が 167 万 3,000 円の減額。４項高額医療合算介護給付費が 15万 1,000 円の減額で、それぞれ請求

額が確定したことに伴う精査でございます。 

20 ページでございます。３款、１項地域支援事業費は 202万 8,000 円の減額。内訳は、21 ページ

一つ目の介護予防・生活支援サービス事業から 23ページ中段の地域包括支援事業(地域包括ケア会

議推進事業)まで、予算精査によりそれぞれ減額及び財源振替でございます。 

23 ページ、４款、１項基金積立金は 726 万円の増額で、内訳は、介護保険給付費準備基金積立金

の増額でございます。 

５款諸支出金、１項償還金は７万 2,000 円の減額で、第１号被保険者保険料還付金の精査による

ものでございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額８億 5,627 万 6,000 円に対し、8,003 万 1,000 円を減額し、計７

億 7,624 万 5,000 円とするものでございます。 

25 ページ以降は予算説明書でございますので、ご参照いただければと思います。 

以上、専決処分いたしました令和７年度介護保険事業特別会計補正予算書第４号の説明とさせて

いただきます。よろしくご審議のうえ、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般についての質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより承認第８号について採決いたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか。  

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第８号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第２１ 議案第２６号 

○議長（清水顕志君） 日程第 21 議案第 26 号 枝幸町行政手続条例の一部を改正する条例につ

いてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長高瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（高瀨雅之君） 議案書 20 ページでございます。 
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議案第 26号 枝幸町行政手続条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町行政手続条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和８年４月 28日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。デジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律により、行政

手続法の一部を改正を踏まえ、不利益処分に係る公示送達の方法等を変更するため、所要の改正を

行うものでございます。 

改正条文の読み上げは省略させていただき、別冊、議案関係参考資料に基づき、主な改正内容に

ついてご説明を申し上げます。別冊、議案関係参考資料の 54 ページをお開き願います。 

第 15 条聴聞の通知の方式、第３項及び第４項の追加につきましては、不利益処分の名宛人となる

べき者の住所が不明な場合に行う公示送達方法を見直すものでありございます。 

これまでは、庁舎の掲示板への掲示のみとしておりましたが、改正後は、これに加えてインター

ネットを利用した方法による公示送達を行うことを可能とするものに改めています。 

次に、54 ページ下段から第 16 条代理人第１項、並びに 55 ページの第 22 条続行期日の指定、及

び第 29条聴聞に関する手続きの準用に係る読替規定につきましては、先ほど申し上げた第 15 条の

改正に伴い、引用条項のずれ等が生じることから、所要の改正を行うものでございます。 

その下、附則につきましては、第１項において施行期日を定めており、デジタル社会形成基本法

の一部改正の施行日と同日である令和８年５月 21日としております。また、57ページ下段から 58

ページにかけての附則第２項は、施行日以前に既に通知が行われてるものの経過措置でございます。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。  

はい、６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） はい、54ページの第４項の真ん中へんから、又は公示事項を当該事務所に

設置した電子計算機の映像面に表示したものっていうふうに書いてあるんですけど、これ具体的に

どういうことになるのか、ちょっと説明してもらいたいんですよ。 

○議長（清水顕志君） はい、総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） ただいまの野口議員の質疑にお答えいたします。 

今現在はですね、庁舎の、あの、設置してあります掲示板に紙ベースのものを公示してる形でな

っておりますが、これをインターネットに、今後考えて、町の対応として考えておりますのは、町

のホームページのほうに掲載を予定してるということです。この両方で掲示、公示送達を行うって

いう形になっております。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） はい、町のホームページに掲載するっていうことですね。それは、一般の

人間が見てすぐわかりやすいような、閲覧しやすいような形になるのか。 

そして、これはね、２週間っていうことなんですけど、２週間たったら、もうその記事自体をも

う削除してしまうのか。そのへんをちょっと教えてもらえますか。 

○議長（清水顕志君） はい、総務課長。 
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○総務課長（高瀨雅之君） だいまの野口議員の質疑にお答えします。 

まず、あの、２週間の期日ですが、これは今までのとおり、紙ベースのもの、掲示したものと同

様にですね、２週間経ちましたら掲示から外させていただきます。 

あと、インターネットの方については、町ホームページの方で、お知らせっていうとこでですね、

今、考えてるのは、お知らせっていうとこでですね掲示しようと思っております。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、よろしいですか。他に質疑はございませんか。質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 26 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 26号 枝幸町行政手続条例の一部を改正する条例については、原案のとおり

可決されました。 

 

◎日程第２２ 議案第２７号 

○議長（清水顕志君） 日程第 22 議案第 27 号 枝幸町行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。  

総務課長。 

（総務課長高瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（高瀨雅之君） 議案書 22 ページでございます。 

議案第 27 号 枝幸町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例。 

枝幸町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番

号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和８年４月 28日提出 枝幸町長。 

提案理由のご説明を申し上げます。 

本条例は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づき、

当町における個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関し、必要な事項を定めるものでございま

す。 

この度の改正は、予防接種法に基づかない予防接種に関し、個人番号の独自利用事務として新た

に定める必要が生じたことから、所要の改正を行うものでございます。改正条文の読み上げは省略

させていただき、別冊、議案関係参考資料に基づき、主な改正内容についてご説明申し上げます。 

別冊、議案関係参考資料の 57 ページをお開き願います。 
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別表第１、第４条関係では、町の独自利用事務として、新たに、４、予防接種法に基づかない予

防接種に係る給付の支給等に関する事務を追加するものでございます。 

次に、57 ページ下段から 58 ページにかけての別表第２、第４条関係では、ただいま別表第１に

追加した事務に係る特定個人情報の庁内連携を行う事務として、住民票関係情報を追加するもので

ございます。 

附則として、この条例は、令和８年５月１日から施行します。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 27 号について採決いたします。  

お諮りいたします。本案について、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 27号 枝幸町行政手続おける特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２３ 報告第２号 

○議長（清水顕志君） 日程第 23、報告第２号 寄附採納についてを報告願います。 

総務課長。 

（総務課長高瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（高瀨雅之君） 議案書 23 ページでございます。 

報告第２号 寄附採納について。 

寄附採納について、次のとおり報告する。 

令和８年４月 28日提出 枝幸町長。 

今回は、指定寄附２件を報告させていただきます。 

１件目、寄附者氏名、東京都中央区日本橋人形町３-９-１、株式会社読売 IS、代表取締役社長小

山田憲司様。寄付の種類は、現金 10 万円。指定内容は、地域再生法第 13条の２に規定するまち・

ひと・しごと創生寄附活用事業として。寄附年月日は、令和８年３月 19日です。 

２件目、寄附者氏名、枝幸郡枝幸町幸町 7888 番地、枝幸漁業協同組合 代表理事組合長桜庭研児

様。寄附の種類は、冷凍毛がに４kg、８、９尾あたり 160kg となっております。指定内容は、オホ

ーツク枝幸うまいもん祭り用として。寄附年月日は、令和８年４月 14 日です。 

以上、寄附内容の説明とさせていただきます。 
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改めまして、ご寄付いただいた皆様に厚くお礼を申し上げ、報告とさせていただきます。ありが

とうございます。 

○議長（清水顕志君） 以上を持ちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みとします。 

 

◎日程第２４ 議員派遣の件 

○議長（清水顕志君） 日程第 24 議員派遣の件についてを議題といたします。 

本件については、５月 19日から 20日までの日程で、稚内市において宗谷管内町村議会議員研修

会が、また、７月２日から３日までの日程で、札幌市において北海道町村議会議員研修会が開催さ

れる予定であり、全議員が派遣の対象となります。なお、詳細の取り扱いについては、議長に一任

願いたいと思います。 

お諮りいたします。会議規則第 128条の規定により、別紙のとおり全議員を派遣することにご異

議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、別紙のとおり、派遣することに決定いたしました。 

 

◎日程第２４ 閉会中の継続審査の申し出等 

○議長（清水顕志君） 日程第 25 今臨時会以降の閉会中の継続調査の申し出については、各常任

委員長及び議会運営委員長から所管事務調査としてそれぞれ議長宛てに提出がありましたので、申

し出のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、閉会中の継続調査は申し出のとおり決定されました。 

 

◎閉会宣言 

○議長（清水顕志君） これで本日の日程を終了し、本臨時会の会議に付された事件はすべて終了

いたしました。 

拙い議事進行に皆様のご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

日進月歩という言葉があります。この言葉の意味は、日に日に月ごとに絶えず進歩、発展し続け

ること。今のこの私の立場、状況、私にはこの言葉が必要だと思います。この言葉を胸に成長して

いきたいと思います。 

以上、これで会議を閉じます。 

令和８年第１回枝幸町議会臨時会を閉会いたします。 

大変ご苦労様でした。 

 

（閉会 午後４時０１分） 
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